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f

ク

セ

ル

は

そ

と

物

捜

」

…
絞
物
偵
水
準
の
よ
叉
へ
の
畿
惑
は
，
い
つ
の
鈴
代
に
あ
っ
て
も
樹
め

格
的
枇
命
的
統
接
金
鰻
に
及
ぼ
す
休
郊
が
機
底
的
で
あ
り
も
-
令
市
小
に
慣
範
閏
に
及

の
場
合
間
引
か
で
な
く
不
可
解
で
あ
つ
に
と
。

一
一
…
一
一
日
う
迄
も
な
く
、
ク
イ
ク
セ
ル
の
関
心
も
亦
、
現
費
に
成
起
す
ら
…
穀
物
傾
水
準
の
夢
、
動
に
あ
り
、
彼
の
拳
詩
的
作
識
は
、
特
に
「
科
予

と
物
後
」
は
、
こ
の
饗
勤
の
路
間
在
如
何
に
し
て
解
明
す
ゐ
か
に
あ
っ
七
の
で
あ
ら
。
患
で
、
従
来
の
経
済
斑
論
及
び
賀
般
市
灘
論
が
も
こ
の

問
題
、
所
開
物
問
形
成
の
関
川
越
心
掛
し
て
ど
う
醤
決
し
て
来
允
か
と
い
う
事
が
、
関
経
の
捺
…
馳
を
開
明
確
に
す
ψ

々
は
ず
で
あ
っ
て
、
彼
に
よ
れ

ば
「
費
動
の
燦
溶
い
が
明
か
で
な
く
不
可
解
で
あ
っ
た
事
情
は
、
涼
し
く
‘
一
務
理
誌
の
現
織
的
無
能
に
鯖
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

周
知
の
惑
h

ヘ
ワ
イ
グ
セ
ル
に
於
け
る
物
俄
形
成
の
機
構
は
、
相
欝
的
問
機
柊
と
ハ
康
義
の
〉
焚
幣
市
場
と
の
勢
藤
鰯
係
と
し
て
示
さ
れ

ゐ
v
・J
穀
物
慣
水
準
の
襲
勤
ω
跡
、
隠
っ
て
、
貨
幣
約
機
構
の
事
情
と
、
抑
制
約
的
慨
格
決
定
機
構
、
所
樹
締
約
均
衡
の
趨
臆
闘
時
間
、
よ
り
共
瞳

的
に
誌
、
銃
幣
的
要
因
の
愛
化
、
質
物
的
経
済
組
様
i
i
}生
態
構
議
及
び
費
本
構
成
の
襲
化
の
額
現
的
指
畿
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
勺

放
J
従
来
の
総
務
理
論
及
び
貨
幣
親
論
が
無
能
な
り
要
す
る
に
匂
こ
の
兵
鐙
的
町
内
容
や
解
明
し
得
な
い
と
す

る。

の

大
き
な
一
般
的
簡
、
々
の
中
心
で
あ
り
‘
そ
れ
が
一
閣
の
懇

の
で
あ
っ
た
に
も
持
ら
ず
、
そ
の
餐
動
の
原
悶
は
多
く
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従
来
の

説
中
一
般
均
料
開
議
論
は
経
済
組
縫
の
均
衡
欣
躍
に
於
け
分
析
、
所
柄
静
的
地
鍔
分
析

に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
生
漆
畿
の
関
別
或
は
誤
界
効
用
の
総
出
と
し
て
説
明
せ
ら
れ
ら
議
で
あ
っ

る
経
消
組
織
の
畿
一
法
的
盤
化
、
雄
一
燥
の
方
向
命
鮮
明
す
る
い
獄

切
の
饗
化
一
が
い
諮
問
閥
的
に
取
扱
わ
れ
、
而
も
時
間
的
要
素
の

ウ

4
ク
セ
ル
の

時
鵠
的
歴
史
的

め
る
。
鑑
っ
て
、

謂
わ
立
も
均
術
成

く
事
問
略
的
均
部

、立
、の

様
車盟 約二
機 lP
泉と主

主語
ノu す



/ 

ウ
イ
ク
セ
ル
K
於
け
る
貨
幣
数
量
設
の
超
魁

木

の
分
析
手
法
は
、
費
動
の
問
題
に
劃
し
て
、
何
も
の
を
も
語
る
身
得
な
い
。
こ
の
事
は
、
叉
貨
幣
の
積
極
的
作
用
|
|
ウ
イ
ク
セ
ル
に
於
て

は
、
貨
幣
は
正
し
く
時
間
的
要
素
と
シ
ノ
ニ
ム
で
あ
い
勺
ド
[
は
決
定
的
に
無
視
せ
ら
れ
る
。
静
的
均
衡
組
織
に
於
け
る
根
本
的
諸
闘
係
は
・

4
2

口
迄
も
な
く
財
貨
問
の
闘
係
で
あ
り
、
共
底
で
は
貨
幣
は
財
質
問
の
中
間
的
存
在
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
只
蹴
成
の
関
係
の
統
一
的
計
算
者
か
、

或
は
均
衡
成
立
の
「
潤
滑
油
」
〈
以
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
貨
幣
は
存
在
せ
ざ
る
も
の
と
し
て
拾
象
し
得
乞
8

貯
説
的
に
は
、
貨
幣

慣
値
、
郎
ち
一
般
物
慣
水
準
が
一
定
で
あ
る
か
ら
|
|
貨
幣
慣
値
が
一
定
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
に
の
み
、
諸
財
貨
聞
の
均
衡
が
成
立
つ

1
l貨
幣
は
相
封
的
債
格
の
形
成
に
何
ら
影
響
在
も
に
ら
さ
な
い
の
で
あ
り
、
貨
幣
は
全
く
無
硯
じ
得
る
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

、
こ
の
場
合
の
}
般
物
慣
水
準
の
鐙
動
は
、
そ
の
時
知
、
時
賄
に
於
け
る
一
の
均
衡
か
ら
他
の
均
衡
へ
の
推
移
沿
物
語
る
に
過
ぎ
な
く
、
そ
の

も
の
と
し
て
は
、
時
間
的
に
進
行
す
る
経
済
組
織
乃
至
は
生
産
構
造
の
鑓
化
に
諦
隠
す
る
物
慣
煙
系
と
し
で
は
一
不
さ
れ
得
な
い
。

い
づ
れ
に
せ
よ
、
貨
幣
慣
値
又
は
一
般
物
慣
水
準
に
封
じ
て
‘
経
済
理
論
の
置
か
れ
七
る
立
場
が
右
の
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
問
題

は
や
同
然
貨
幣
理
論
の
領
域
で
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
こ
の
領
域
に
於
け
る
問
題
の
取
扱
も
、
賞
は
一
般
均
衡
理
論
の
そ
れ

と
裏
腹
の
聞
係
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
、
従
来
の
貨
幣
理
論
は
一
般
均
衡
論
的
な
貨
幣
親
密
そ
の
ま
ま
取
入
れ
る
事
に
よ
っ
て

換
一
一
目
す
れ
ば
、
一
般
均
衡
理
論
か
ら
放
逐
せ
ら
れ
に
貨
幣
沿
そ
の
ま
ま
取
入
れ
る
事
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
貨
幣
理
論

の
分
野
に
於
け
る
所
謂
生
産
費
読
め
如
く
、
貨
幣
身
そ
の
素
材
に
於
て
一
一
般
財
貨
と
同
様
交
換
憤
値
の
原
則
に
準
細
せ
し
め
た
る
L

そ
の
限

り
‘
貨
幣
島
経
情
理
論
の
組
織
の
中
に
論
じ
て
い
る
と
言
得
る
で
あ
ろ
、
ヲ
。
然
し
、
既
に
明
か
に
し
た
庭
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
貨
幣

と
し
て
で
は
な
く
、
一
般
財
貨
と
し
て
理
論
構
成
に
組
入
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
.
貨
幣
沿
貨
幣
と
し
て
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
概
念
と
し

て
禁
組
織
か
ら
「
飛
び
出
レ
臼
貨
幣
ぞ
問
題
に
し
な
け
作
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
貨
幣
理
論
の
お
の
が
じ
し
の
方
向
は
、
慣
値
論
在

離
れ
費
生
論
、
職
能
論
の
如
き
分
野
に
求
め
ら
れ
る
事
は
言
迄
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
す
る
と
‘
物
慣
形
成
の
問
題
に
封
す
る
前
提
的
決
論
は
、
貨
幣
理
論
と
経
済
理
論
が
各
々
の
方
向
に
分
離
し
て
い
ろ
と
言
う
事
、

随
っ
て
、
雨
理
論
の
綜
合
に
よ
っ
て
問
題
解
明
の
開
銀
が
見
出
さ
れ
う
る
と
一
一
一
口
う
事
こ
れ
で
あ
る
。
間
単
的
に
一
一
日
う
な
ら
ば
、
飛
び
出
し
た
貨

-214-



る
均
鶴
組
織
の
山
?
に
知
特
じ
し
て
組
入
れ
る
か
と
い
う
に
あ
る
。
こ
の
…
つ
の
照
鶏
貨
幣
数
金
訟
に
外
な
ら
な

「
取
引
さ
れ
た
商
品
交
の
親
類
に
も
の
そ
れ
ぞ
れ
の
悦
格
ぞ
一
策
む
た
る
も
の
は
、
そ
の
た
め
に
交
捕
は
れ
に
銭
幣
の
総
棋
に
相
等
し
い

は

ず

で

あ

る

」

。

質

時

績

格

は

か

く

の

如

く

し

て

一

締

斑

識

の

有

機

的

な

綜

合

が

可

能

と

ゼ

ム

れ

ゐ

で

あ
ろ
う
。 そ

の

せ
ら
れ
ゐ
。
か
く

開
艇
の
異
の
解
決
結
時
際
的
経
過
に
於
け
る
経
一
消
組
織
の
構
建
的
縫
化
の
内
務
沿
分
析
す
る
に
あ
り
が
苛
随
っ
て
、
均
衡
へ
の
貨
幣

導
入
が
、
こ
の
滋
味
に
於
け
る
論
躍
的
援
置
と
し
て
満
足
し
う
る
や
後
や
が
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
貨
幣
数
量
詮
の
箆

僚
は
、
涼
し
く
そ
の
上
で
野
被
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註ハ
i
v
同

o
Z
H
H
の

g
g
h
沢
民
兵

4
2
n
Z丸
山
川
の
広
島
説
話

gふ
の
父
母

G
8
2
F
凶
器
印
、
同
三
時
吋
叩
凹
仲
き
門
同
寺
山
口
白
回
二
吋
-
S
H
Y
戸
列
島
ロ
芯
渓
'
北
野

熊
叫
品
初
期
町
、
綾
部
新
一
一
共
謀
「
ウ
イ
ク
そ
凶
作
、
利
子
と
物
倒
」
昭
和
十
凶
年
、
一
良
参
照

〈2
〉
ウ
イ
ク
セ
ル
「
利
子
と
物
価
総
」
…
交
、
一
一
六

t
回
二
頁
、
七
回
、
l
、ふん

0
…
災
参
照

t

‘

ハ3
〉
ト
占
拠
妻
、
一
一
…
入
交
参
照

〈
ヰ
)
上
倒
御
線
一
泡
一
一

0
0資

附
竹
・

4
弓
日
仏
同
闘
え
ご
く

mv以内
山

gm州
開
口
寄
問
円
安
仲
間
。
問
問
答
WOHHCH吋

MFAr--M池
山
由
一

Y
A吋冊目日

?
M
U
M
F
S史
的

自

定

時

く

g
足

-vmm芝陣神

宮
立
民
2
3
M
Mゑ
窓
口
出
向

MwnCMMGgu♂

a
g
?
?
3
u中
u
J
N
C
H・
阿

w
s
u
u
w
叫

H
a
S
M
W・
の
戸
時
的
問

g-
奴
級
犬
、

〕
第
一
絵
、
昭
和
十
一
…
一
年
、
第
コ
翁
J

m

昭
和
十
郎
年
、
一
入
頁
参
照

ウ
イ
タ
セ
一
品
吋
利
子
と
物
絞
い
一
一
六

i
m
一
一
一
良
参
照
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ハ
5
〉

〈
ど
り
〉

ハ
7
U

/‘、〆町、 f、
11 10 9 
Lノ」ノ、J

ウ

イ

ク

セ

ル

一

巻

、

上
倒
榔
幾
、
聞
は
庭
ウ
イ
タ
セ
ル
「
利
子
と
物
倒
閣
」
一
…
一

汐
イ
ク
セ
パ
可
利
子
一
と
物
倒
」
問
問
…

五一一…災

一点八一段

間
投
与
ゑ
v
w
r
b
L

泊

k
h
w
U
髭
九

Y
1
0
7



ウ
イ
ク
セ
ん
に
於
け

の
超
滋

オ記

す
ら
も
部
ち
も
開
l
f
?
の
法
問
学
者
パ
ク
ル
ス
ハ
M
v
m
w
g
Zろ
に
於
て
見
出
さ

れ
ヲ
べ
き
も
の
で
あ
ゐ
と
。
然
し
も
周
知
の
如
く

;
iウ
イ
ク
ゼ
ル
も
叉
i
i
2準
設
と
し
て
の
閥
系
は
、
こ
れ
や
ピ
ぷ

1
ム
に
求
ぬ
る
も
の

で
あ
っ
て
、

7

4
ヅ
シ
ヤ
!
の
照
諮
交
換
方
程
式
に
集
約
せ
ら
れ
ゐ
擬
で
あ
っ
た
0
3

こ
の
交
換
数
震
設
は
次
の
如
き
批

ゅ

の

術

慨

は

出

来

な

い

。

部

み

ら

、

る

が

、

少

く

〈

1
v

ク
イ
ク
セ
ル
に
よ
れ
ば
、
援
に
古
代

き
質
幣
数
受
と
が
相
等
し
い
も
の
と

あ
る
。

に
は
多
か
れ
少
か
れ
そ
の
…
部
必
勝
来
に
採
有
す
る
事
が
あ
り
特
ベ
そ
う
す
る
と
現
金
保
有
高

感
商
ハ
喜
多

zz-S2〉
の
窓
殺
に
つ
い
て
詳
綿
な
吟
除
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
。
斑
に
貨
幣
の
流
梯
強
授
は
銃
知
数
で
あ
る
と
見
撤
さ
れ
て

い
る
。
が
、
減
効
諜
震
が
既
知
数
で
あ
ア
ゆ
か
苔
か
凶
弘
、
そ
れ
が
税
皮
的
容
額
約
ら
か
否
か
も

か
ら
積
立
に
決
定
せ
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
究
明
が
必
要
で
あ
り
、

く
、
交
峨
偶
数
設
設
は
こ
れ
に
制
却
し
て
解
答
品
化
輿
え
得
な
い
の
で
あ
る
か

流
通
速
度
い
は
経
済
会
惜
の
所
得
の
大
い
さ
も
縫
っ
て
、
乎
許
税
金

叉

る

か

は

貨

幣

所

得

叉

残
高
毅
震
設
に
解
決
が
求
め
ら
れ
る
で
こ
れ
は
ヲ
ラ
ヘ
に
市
汐
/
4
ク
セ
ιルN
丸
会
也
縦
介
と
し
て
、
シ
ン
斗
ン
ベ
ヅ
h

タ少

1
、
ど
グ

i
'
ケナ
/24A勺九4

ン
ズ
に
、

於
て
特
有
の
殻
援
苧φ

叫朔川捌澗琵附嬰M
剣智納智翼一議綴霊霊診拳警警f玄玄吋沃一倣悲の史一般川物物盟程附慣恨.水水準の蹴鼠一念念ががH
ヘ、約取計琳訂計引克…ぷ加賀護良長枇幣
m
慣山寵倹受ハ

2仲狩吋
ω佼g5同口器凶緩き1加器32
以詰器長の込主急仲以苦
g円写宮Oきο2ゐ自主釦包目
E
5
Cえ州同
g吋βg凶δOロ晶子

立
母
δ
じ
欝
じ
て
所
得
資
格
…
憤
値
(
刊
号
O
E
O
-
4
m
広
告
え

2
5訟
で
あ
り
、
前
半
お

し
て
特
徴
せ
り
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
Q

ワ
イ
グ
セ
ル

~216-

あ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
，

法
現
金

一um凶
-mH
ロのぬ

ハ
ハ
リ
内
凶
器

2
2

て
略
説
し
た
の
で
あ
っ
た
が
.
内
ノ

4
タ
な
ル
の
数
量
詩
的
思
蛸
却
の
毅
操
b
-



リ
カ
ル
ド
ウ
に
結
付
け
て
考
え
為
事
は
人
々
の
一
般
に
と
る
慮
で
あ
る
。
然
じ
、
他
方
ウ
イ
セ
ル
の
皐
問
的
系
諮
巻
、
ベ
エ
ム
@
バ
ワ
ア
ク

及
び
ワ
一
ア
ス
に
逝
る
事
も
叉
人
々
の
と
る
鹿
で
あ
る
。
随
っ
て
、
こ
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
ワ
イ
ク
セ
ル
の
数
量
一
設
の
近
代
的
な
息
吹
き
が

こ
れ
を
ヲ
ラ
ス
に
示
唆
さ
れ
得
た
と
考
え
る
の
は
宮
然
の
如
く
思
わ
れ
る
ι

周
知
の
通
り
、
ワ
ラ
ス
は
そ
の
著
「
純
粋
経
済
拳
要
論
」
に
於

て
、
詳
し
く
は
そ
の
第
一
版
及
び
第
二
版
か
ら
第
三
版
へ
、
更
に
第
三
版
か
ら
第
四
版
の
護
展
に
於
て
，
取
引
数
量
設
か
ら
現
金
残
高
数
量
説

へ
の
飛
躍
在
試
み
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
口
ハ
、
ワ
ラ
ス
は
一
般
均
衡
理
論
の
名
の
下
に
ウ
イ
グ
セ
ル
の
批
判
に
七
え
る
事
は
出
来
な
い
と
し

て
も
、
そ
の
故
に
貨
幣
理
論
上
に
於
け
る
こ
の
業
跡
在
処
…
硯
し
う
る
程
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
反
面
、
恨
令
度
が
昔
日
笈
在
イ
ギ
リ
ス
に
荷
つ

士
と
し
て
も
、
リ
カ
ル
ド
ウ
一
の
貨
幣
慣
値
論
に
於
け
る
数
量
設
の
混
乱
在
受
入
れ
た
と
は
叉
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
ウ
イ
ク
セ
ル

と
リ
丸
ル
ド
ウ
の
謹
闘
は
、
数
量
設
の
外
形
的
な
面
左
離
れ
、
む
し
ろ
そ
の
立
論
の
上
で
の
、
何
ら
か
滴
創
的
な
、
王
張
に
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
叩
事
質
そ
う
な
の
で
あ
る
。
ワ
イ
ク
セ
ル
は
明
か
に
一
=TJ
。
「
貨
幣
数
長
一
設
は
貨
幣
に
闘
す
る
リ
カ
ル
ド
の
異
に
古
典
的
な
論
文
の
な

217-

か
で
認
め
ら
れ
る
か
た
ち
に
お
い
で
す
ら
も
、
そ
の
後
の
批
判
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
泣
ら
れ
た
と
ご
ろ
の
、
儀
り
に
も
著
じ
い
訣
陥
ぞ
曝
露

す
る
も
の
で
あ
っ
て
‘
そ
れ
ゆ
え
そ
の
ま
ま
維
持
せ
ら
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
残
さ
れ
た
途
は
、
た
だ
ひ
と

つ
、
こ
の
偉
大
な
ゐ
五
匠
の
進
ん
さ
迫
苧
も
っ
と
さ
き
へ
進
ま
う
と
試
み
る
こ
と
以
外
に
な
い
い
d

一
い
い
か
え
れ
ば
、
か
つ
て
貨
幣
数
量
設
の

主
張
ま
で
導
い
た
根
本
の
見
解
必
徹
底
的
に
護
展
せ
し
め
よ
う
と
し
に
事
こ
れ
で
あ
る
。
正
し
く
、
こ
の
貨
幣
数
量
設
の
主
張
ま
で
導
い
に

根
本
の
見
解
こ
そ
問
題
な
の
で
あ
る
。
彼
の
主
張
の
潤
創
性
は
、
所
謂
貨
幣
の
慣
値
は
そ
の
貫
鰻
よ
り
も
、
む
も
ろ
数
量
に
於
て
と
す
る
事

の
み
で
は
払
削
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
貨
幣
数
回
豆
の
饗
容
の
原
因
が
利
子
の
低
落
、
印
ち
信
用
軽
易
化
ハ

P
O
S
E
o
w
E
2
5
m
m〉
に
外
な
ら

な
い
と
す
る
庭
に
あ
る
。
印
ち
、
リ
カ
ル
ド
ワ
は
一
言
う
。
「
銀
行
に
劃
す
る
資
金
の
需
要
は
‘
其
の
資
金
の
借
用
に
よ
っ
て
あ
げ
得
べ
き
利

潤
の
苧
と
銀
行
が
共
を
以
て
喜
ん
で
貸
出
を
な
す
苧
と
の
比
較
に
依
っ
て
決
せ
ら
れ
か
J

で
と
。
勿
論
、
右
の
如
き
叙
越
は
ク
イ
ク
セ
ル
の
指

過
す
る
迄
も
な
く
、
只
、
つ
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
石
に
過
ぎ
ず
、
貨
幣
慣
格
の
首
尾
一
貫
し
た
理
論
の
基
礎
に
置
か
れ
・
亡
事
は
な
か
っ
た
」
(
日

，
一
一
日
い
得
べ
き
で
あ
る
が
、
然
し
リ
カ
ル
ド
ウ
の
着
目
し
た
こ
の
貼
こ
そ
、
ク
イ
ク
セ
ル
の
展
開
し
七
利
子
論
、
印
ち
自
然
利
子
と
貨
幣
利
子

経
前
胤
学
研
究



ウ
イ
ク
セ
ル
に
於
け
る
貨
幣
数
量
設
む
超
越

木

と
の
闘
係
、
叉
は
そ
の
剰
離
か
ら
引
起
さ
れ
る
累
積
的
過
程
の
構
想
に
外
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。

な
結
果
」
こ
そ
「
利
も
と
物
憤
」
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

註
(

l

)

ウ
イ
グ
セ
凡
「
利
子
と
物
償
」
五
凹

l
五
五
頁
参
照

(

2

)

開
-
F
山口色白何回目山

ω4E品
目
印
白
山
口
付
げ
白
白
H
四
回
H

山
、
。
片
岡
一
円
。
ロ
巾
吋
白
ロ
色
。
同
日
比
片
山
Y
-
m
v
u
u
y
古--品一
ω
・

ハ3
)
ハ-hノ
)
U
'
同
-
H
N
o
σ
2
2
0口
一
足
。
ロ
印
可

-
U
N
f
u
u
-
N
m
v
t
u口・

(
4
)
4・
〕
戸
開
何
日
刊
口
町
白
山
叶
吋
巾
由
民
的
m
w
o口
出
向
。
ロ

g
J
]山WU
(
)
w

〈
O
H
-
M
U
H
V

・吋向山・

(

6

)

安
井
琢
磨
「
貨
幣
と
経
済
的
均
衡
」
経
湾
準
論
集
、
第
八
位
也
、
第
四
銃
、
一
九

t
九

O
頁
参
照

(

7

)

ウ
イ
グ
セ
ル
「
利
子
と
物
阿
国
」
序
、
一
一
一
良

(

8

)

ウ
イ
ヂ
セ
凡
「
図
民
経
済
摩
講
義
」
第
三
巻
、
一
一

O
頁
参
照

(

9

)

ウ
イ
グ
セ
凡
「
利
子
と
物
償
」
序
、
二
一
一
良

(

ω

)

り・阿川町
B
E
O山
H
U

吋山口
2
1
2
0出
]UO寄
付
巳
開
noロ
OBM1
白
ロ
仏
門
斗
間
同
山
片
山
o
p
-
∞
-
ご
小
泉
信
三
識
、
一
二
五
入
賞
、
前
二
九
一
二
一
良
参
照

(
日
)
ウ
イ
タ
セ
パ
「
利
子
と
物
倒
」
序
、
五
頁

リ
カ
ル
ド
ワ
の
示
唆
の
「
一
つ
の
有
用

‘' 

218ー

貨
幣
数
量
説
は
「
そ
の
前
提
が
現
買
に
は
ほ
と
ん
ど
に
だ
部
分
的
に
の
み
一
致
す
る
に
渦
ぎ
ず
、
時
と
し
て
全
然
一
致
し
な
い
こ
と
さ
え

あ
る
」
へ
叶
〉
要
す
る
に
こ
の
盟
諭
は
「
輿
え
ら
れ
た
事
情
の
も
し
で
は
王
宮
で
あ
り
う
る
U
V
に
過
ぎ
な
い
。
随
っ
て
‘
こ
の
理
論
の
欠
陥
在
克

服
し
「
事
買
と
完
全
に
一
致
日
。

rし
め
る
慮
に
ク
イ
ク
セ
ル
が
貨
幣
数
量
一
説
に
依
接
す
る
民
意
が
あ
る
。
E

さ
て
、
ク
イ
ク
セ
ル
に
よ
れ
ば
貨
幣
数
量
設
の
欠
陥
は
失
の
諸
賄
に
あ

zhy郎
ち
、
数
量
設
は
、

L
常
に
個
人
的
な
手
許
現
金
保
有
の

あ
る
こ
と
か
}
前
提
し
て
い
る
が
、
個
人
の
現
金
手
持
高
と
ほ
と
ん
ど
単
に
社
算
数
量
印
ち
法
律
的
概
念
に
過
ぎ
な
い
。
|
|
現
買
に
は
、
一

種
の
集
合
的
手
許
金
保
有
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
丸
現
金
の
手
持
高
を
平
均
し
て
不
援
な
、
随
っ
て
貨
幣
の
流
迅
速
度
は
閏
定
的

な
、
制
使
勤
し
な
い
大
い
さ
と
し
て
前
提
し
て
い
る
|
|
現
買
に
は
、
流
通
速
度
は
任
意
に
描
大
し
、
1

る
も
の
で
あ
っ
て
、
理
論
的
に
は
無
限
の



開
力
性
さ
へ
も
つ
。
丸
瀧
て
の
取
引
の
ほ
u

と
ん
ど
不
畿
の
何
割
か
が

;
務
賞
付
体
、
取
引
用
河
内
M
M
撲
、

は
銀
行
禁
に
よ
う
で
謀
介
さ
れ
る
こ
と
も
化
前
提
し
て
い
る

1

信
用
予
設
や
代
烈
し
て
い
ゐ
G

こ
れ
ら
の
諸
結
は
賀
般
市
の

め
い
が
七
い
あ
ゐ
。
に
貨
幣
数
量
設
は
環
論
的
に
は
「
他
の
事
情
に
じ
て
間
的
一
で
あ
妙
。
」

れ
得
る
。
認
し
て
流

ハ
SH昨日
掛

MMm
弓
否
認
〉
と
い
う
こ
と
が
長
一
も
議
殺
に
椛
保
さ
れ

こ
れ
や
焚
に
ウ
ノ
イ
タ
セ
ル
に
絞
っ
て
吟
味
し
よ
う
。
今
信
用
の
授
受
な
念
続
料
な
現
金
経
済
の
前
揖

意
お
す
る
際
問
は
次
の
お
く
で
あ
ゐ
。
部
ち
、
第
一
に
将
来
の
激
見
さ
れ
大
中
丸
山
山
に
仙
却
す
ゆ
心
、
時
間
め
準
備
さ
れ

k
m
ニ
に
輪
開
見

さ
れ
ざ
る
支
出
心
掛
す
る
狭
税
金
と
し
て
の
手
許
税
金
、
第
一
一
一
の
手
許
現
金
は
さ
し
嘗
り
省
利
な
用
捻
金
見
出
し
綿
な
い
事
情
に
薬
品
d

保
有

せ
ら
れ
ゐ
。
ぃ
槌
で
‘
第
一
の
も
の
は
技
術
的
自
然
的
諮
事
時
閉
じ
よ
っ
て
支
出
の
持
期
、
か
到
来
せ
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

る
も
の
で
あ
ら
h

て
そ

の
も
の

は
輿
え
ら
れ
た
大
い
き
や
コ
不
す
。
種
類
に
よ
っ
て
も
又
問
事
一
殺
の
人
格
的
表
質
の
如
創
刊
に
よ
っ
て
そ
の

ゐ
が
E

経
験
上
一
成
諮
寸
大
教
の
法
則
」
ハ

C
2
a
N
己
完
の
き
前
田
ぬ
ロ
M
m
m
w
U
H
3
V

が
認
め
ら
れ
、
路
-N

輿
え
ら
れ
た
大
い
さ
と
し
て
一
不
し
う
る
。

要
す
ふ
に
こ
の
秘
の
手
許
現
金
保
有
は
，
他
の
事
情
に
綾
化
な
い
眼
ち
‘
問
問
有
の
絡
的
業
用
手
許
現
金
と
し
て
恒
常
性
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
一
一

固
有
の
後
業
用
乎
許
現
金
に
詑
べ
て
は
ゐ
か
に
多
く
入
銭
的
諮
意
や
殻
郊
に
よ
っ
て
左
京
さ
れ
る
。
だ
か
ら
「
今
か
わ
り
に
最
後

ハ
7
〉

の
議
披
じ
於
て
滋
賀
幣
の
流
議
速
度
は
殆
ん
ど
礎
化
し
な
い
火
い
さ
で
あ
ゐ
」
。
締
結
.
ウ
イ
タ
セ
ル

れ
う
る
関
有
の
大
い
さ
で
あ
ゐ
と
す
ゐ
事
は
、

の
み
受
賞
す
る
と
い
う
こ
と
に

一
の
も
の

量、

-219--

七
積
額
を
験
外
す
れ
ば
‘

は‘

同
級
絡
に
静
態
約
状
惑
が
稿
捜
せ
ら
れ

の
本
質
も
そ
京
く
譲
り
、
流
議
議
肢
は
所
輿
で
あ
り
…

れ
る
踏
係
か
ら
一
義
的
山
岳
山
決
定
せ
ら
れ
る
と
す
ゐ
外
は
な
い
。

然
し
，
貨
幣
数
量
一
誌
が
稔
明
す
る
物
醍
務
成
の
機
議
が
お
の
如
く

も
の
で
あ
れ
ノ
、
そ
う
す
る
と
物
横
身
決
定
す
ベ

ら
れ
て
い
る
以
玉
川
氏
幣
要
求
穣
識

あ
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。
山
政
幣
領
特
同
体
質
幣
所
得
と
社
合
約
生
産
物
と
等
澄
せ
ら

「
般
の
事
構
に
し
て
襲
北
な
き
」

あ
る
と
す
れ
ば
、
開
躍
と
す
ゐ
貨
幣
数
食
以
外
部
か
ら
輿
え
ら
れ
た

の
主
憾
的
意
義
は
見
失
わ
れ
、
貨
幣
数
量
か
ら
物
横
へ
の
問
問
巣
関
係
は
鈴
明
せ
ら
れ

制
服
総
務
研
究



ウ
イ
ク
セ
ん
に
於
け

得
な
い
も
の
と
な
ゐ
は
ず
で
あ
っ
て
‘
は
只
将
劉
的
依
格
の
貨
幣
化
に
こ
の
限
り
志
賀
幣
段
差
訟
は
貨
幣
本
質
論
と
し

時
限
必
持
つ
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
J

貨
幣
と
静
的
均
謝
と
h
q
m
川
次
元
に
斡
閥
単
せ
し
め
ゐ
間
以
り
、
賞
特
数
量
訟
は
を
尽
く
設
幣
の
本
賞
沿
物

詩
る
以
上
に
出
な
い
も
の
で
あ
れ
ツ
、
随
っ
て
批
蕗
に
於
て
貨
幣
議
論
と
て
般
均
総
理
論
と
の
綜
合
は
形
式
的
に
過
ぎ
な
い
。
タ

只
、
設
幣
に
於
け
る
静
態
依
格
そ
問
題
に
し
て
窓
義
あ
ゐ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
開
駄
に
椙
艶
的
鑓
格
の
貨
幣
花
と
し
て
で
は
な
く
、
買
は
動

態
に
於
け
る
物
刷
協
形
成
の
イ
ン
ス
タ
シ
ト
な
表
税
と
し
て
見
倣
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
そ
の
様
り
、
和
制
約
債
格
の
貨
幣
化
と
は
弐
一
花
的
に

る

、

献

に

動

態

ぷ

於

け

る

物

機

溶

成

の

か

ら

に

外

な

ら

な

い

。

賛

幣

数

量

検

が

貨

幣

及

び

貨

幣

数

量

に

踏
入
ゐ

ま
な
い
限
り
，
如
何
に
し
で
も
…
鮫
均
給
線
論
と
開
郊
に
粧
し
符
な
い
設
瞬
涼
想
々
も
つ
も
の

換
言
す
れ
ば
、
こ
の
事
の
内
に
、
無
問
問
附
閥
的
な
、
鶴
は
ば
階
的
手
許
税
金
に
限
定
さ
れ
ざ
ゐ
動
的
手
許
現
金
密
会
む
一
群
の

合
的
な
乎
許
現
金
会
無
意
識
の
う
ち
に
惣
定
じ
て
い
み
と
見
倣
さ
れ
も
少
く
と
も
動
的
手
許
税
金
身
湾
総
じ
し
な
け
れ
ば
い
な
ら
な
い
と
す
ゐ

ら
れ
る
の
で
わ
り
、
タ
イ
ク
セ
ル

dV貨
幣
数
量
設
の
「
自
明
の
閣
以
上
の
も
の
&
含
む
」
と
す
ゐ
鮎
も

け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
っ

説
鹿

於
て
で
あ
る
。び〉

5と
し

内

υ
内

4n
，
e'& 

山
?
に
持
込
む
こ
と
は
、
こ
の
理
論
が
本
質
に
於
で
つ
取
引
に
必
要
な
ゐ
時
閉
会
均
胞
に
入
れ

静
的
手
許
現
金
ぞ
前
提
と
す
る
静
態
を
落
盤
仁
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
，
そ
れ
は
建
か
に
こ
の

'
斑
論
の
説
明
領
域
安
鵡
え
妙
心
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
焚
瞥
保
有
と
何
ら
か
務
系
の
貌
殺
に
穣
ら
し
め
ん
と
す
ゅ
0

・
如
何
な
ゐ
意
味
の
貨
幣
需

要
も
、
静
的
均
簡
と
M
W
汐
属
す
ゐ
。
貨
幣
d
f
d

持
高
が
不
完
全
な
ゐ
漁
想
に
判
例
し
て
い
知
何
に
儲
え
ゐ
か
の
決
議
に
よ
っ
て
影
響
せ
ら
れ
る
と
す

れ
ば
、
経
務
主
織
の
激
怒
の
縫
化
は
蕊
γ

ち
に
貨
幣
の
流
遁
山
地
庶
の
饗
化
努
も
に
ら
す
は
ず
で
あ
る
。
質
幣
勲
要
に
艶
し
て
信
用
乎
段
が
代
期

ハ

uu

せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
!
ク
イ
タ
セ
ル
の
「
完
全
に
経
識
せ
ら
れ
た
L

鶴
間
川
の
極
光
の
下
に
於
て
は
、
設
幣
の
流
組
速
度
は
無
限
大
に
機
張
せ

と
貨
幣
の
流
謹
速
度
は
未
知
数
と
な
り
、
か
く
て
銭
幣
数
量
誌
に
於
け
み
物
償
形
成
の
一
義
的
解
決
は
不

の
時
間
判
的
閣
総
‘
横
一
っ
て
終
来
に

然
し
な
が
ら
，
か
か

な
、
も
の
と
し
て
壱

ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
心
。

可
能
と
な
る
で
あ
み
う
。
と
に
か
く
，

ゐ
拘
燃
料
品
の
不
完
全
に
恕
因
す
る
動
的
乎
許
現
金
会



明
か
に
貨
幣
数
殺
拾
の
説
明
と
税
容
れ
な
い
。

ヒ

ツ

ーク
ス
札旬、

jQ 
V 

P 

ハ
一
日
〉

ン
シ
ユ
タ
イ
ン
・
ロ
ダ
ン
及
び
ハ
イ
ヱ
グ

貨
幣
は
静
態
じ
籾
容
れ
ず
と
す
る
主
瞬
、
も
、
こ
の
黙
を
開
簡
に
す
ゐ
か
ら
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

徹
底
的
な
主
宇
品
喪
心
あ
ゅ
の
の
で
あ
い
山
町

貨
幣
、
か
物
横
形
成
の
規
鵠
者
大
ゐ

設
(
!
〉

〈

2
)

ハ
3
)

〈

4
)

ハ5
〉

ハ
6
V

(
7
〉

ハ
8
〉

ハ9
〉

ハぬ〉

タ
イ
タ
セ
ル
に
於
け
る
南
者
誘
反
の

と
り
も
な
ほ
さ
ず
貨
幣
需
要
の
性
務
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

ムハ頁
八
一

t
八
五
寅
参
間
的

人
近
夜

上
掲
書
、
波
間

i
五
入
賞
品
91
照

上
掲
書
、
五
九
真
、
向
八
五

i
一
O

ウ

イ

グ

セ

ル

第

二

巻

、

七

七

災

叫

J
M
p
g
n
Y
2
2母
校

5
2オ
伊
丹
円
程
仏
関
o
a
s…内刊誌、
H
U
N

緊
急
3
2
g
r
o
g
H
H
M
F
阿波
-
M
明
w

出
品
片
付
グ
回
-
A
A
…i
念
N
3
u凶・

伊
品
品
∞
め

4

‘

凶

v・
附
州
・
阿
川

cm仰向
WH岡
田
仲
即
日
ロ
白
河
O
弘
知
向
日
バ
，

pmw
の
0
0吋
門
出
口
出
片
山

C日
同
会
同
仲
吋
凶
作
の
印
ロ

mMMニ
寸
討
会
】
〕
守
山
可
。
州

ロw
M九
ア
匂
を
ぬ
い
1
N
.

明

J
b
-
出
向
凶
日
刊
剛
山
山
片
山
句
史
由
良
岱
C
ミ

え

の

印

税

仲

間

M
H沼会
w

℃
℃

-Hi品
。
ゅ

ウ
イ
タ
セ
凡
「
利
子
之
総
領
」
一
二
一
閲
覧
、
ウ
イ
タ
セ
ル

理
論
的
限
界
を
組
ゆ
る
も
の
で
お
ゐ
。

ウ
イ
タ
セ
ル
「
利
子
と
秘
問
機
」

(

日

)
" " 1312 、J'-.ノ

問

食
幣
数
量
設
の

究
極
に
於
で
ち
こ
の
盟
論
の
母
護
士
旬
。

初:

事室

般
均
衛
理
論
の

221 

担

HHm凶
等
ユ

n
p
M
w
n
o
n
o
g
r
H
C戸
HH1ロ
同
H
W

一
部
謬
「
ハ
イ
エ
ク
炎
欲
的
り
純
粋
理
論
い
一

t

第
一
一
巻
、
二
一
民

「
議
口
問
と
賞
幣
と
の
締

あ
る
。
部
ち
、



ウ
イ
ク
セ
ル
に
於
け
る
貨
幣
数
量
設
の
超
旭

アド

そ恥

の
闘
係
在
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
事
情
冶
ば
、
ご
れ
ら
の
量
の
一
つ
、
印
ち
こ
の
場
合
に
は
商
品
に
闘
し
て
の
み
起
る
費
化
の
概
酷
か
ら
他
方

の
比
較
一
項
目
、
却
も
貨
幣
の
顧
慮
な
し
に
全
く
満
足
な
仕
方
で
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
な
す
想
定
の
中
に
存
在
す
る
不
合
理
い

Ir蹄
せ

ら
れ
る
0

・
市
し
て
、
物
慣
に
劃
す
る
積
極
的
理
論
の
試
み
は
弐
の
如
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
或
る
特
殊
な
商
品
の
慣
格
の
騰
貴
又
は
下
落
は
総
て
そ
の
商
品
の
需
要
と
供
給
と
の
均
衡
闘
係
の
撹
凱
や
前
提
と
す
る
バ
こ
の
開
範
が

費
際
に
於
て
蹴
に
現
れ
て
い
る
か
又
は
単
に
強
想
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
於
尤
各
個
の
商
品

に
安
賞
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
疑
も
な
く
あ
ら
ゆ
る
商
品
の
縮
瞳
に
も
安
首
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
一
般
的
慣
格
騰
貴
は
士

、
た
失
の
如
き
前
提
の
下
じ
於
て
の
み
思
考
し
得
る
。
印
ち
、
商
品
の
一
般
的
需
要
が
何
等
か
の
理
由
か
ら
貯
離
〈
又
は
供
給
)
在
超
過
し
て

み
そ
り
又
は
恐
ら
く
こ
れ
必
超
過
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
説
の
如
く
聞
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
蓋

L
人
々
は

J
-
B
4
!
と
共
に
、
商
品
そ
の
も
の
が
交
互
に
相
互
的
需
要
ぞ
構
成
し
限
定
す
る
と
看
倣
す
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
商
品
は
究

極
に
於
て
は
貫
際
そ
う
す
る
。
併
し
こ
こ
で
は
逆
に
先
づ
第
一
に
起
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
印
ち
、
或
る
商
品
と
他
の
商

品
と
の
最
終
的
交
換
に
於
け
る
、
商
品
じ
封
す
る
貨
幣
の
需
要
と
貨
幣
に
濁
す
る
商
品
の
供
給
と
よ
り
成
る
連
環
が
、
問
題
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
有
も
貨
常
債
値
理
論
の
名
稿
に
値
す
べ
き
綿
て
の
理
論
は
、
如
何
に
し
て
且
つ
如
何
な
る
理
由
か
ら
商
品
に
封
す
る
貨
幣

的
需
要
が
所
興
の
事
情
の
下
に
於
て
商
品
の
供
給
沿
超
過
し
又
は
逆
に
そ
れ
以
下
に
止
ま
る
か
か
-
誇
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
-
o

L
U
!し
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一
言
迄
も
な
く
、
需
要
曲
棋
と
供
給
曲
線
と
が
輿
え
ら
れ
、
商
品
の
白
出
な
る
移
動
が
前
提
せ
ら
れ
る
限
り
、
競
争
の
行
き
つ
く
す
底
に
必

然
的
に
均
衡
が
成
立
す
る
。
一
般
均
衡
理
論
に
従
え
ば
、
一
商
品
の
供
給
は
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
商
品
に
封
す
る
需
要
で
あ
り
、
随
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
商
品
に
封
す
る
需
要
と
供
給
の
均
衡
の
悶
乱
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ワ
イ
ク
セ
ル
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
停
統
的
な
見
解
は
、
セ

l
の
名

の
下
に
「
究
極
に
於
て
」
正
賞
で
あ
り
う
る
と
す
る
。
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
に
劃
す
る
需
要
と
供
給
が
そ
の
相
互
的
関

係
在
費
化
せ
し
め
る
と
い
う
事
は
、
明
か
に
可
能
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
個
々
の
商
品
の
憤
格
形
成
が
需
要
と
供
給
の
関
係
に



こ
の
商
品
に
樹
ず
み
斡
州
市
宮
、
か
増
加
し

円
い
が
、
て
成
立
す
る
、
と
な
す
一
議
的
見
解
に
よ
っ
て
、
今
、
も
し
あ
ら
ゆ
み
商
品
の
寵
柊
が
鰐
索
令
ゐ

の
結
果
と
し
て
説
明
す
る
一
挙
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
会
張
ず
る
。
こ
の
事
紋
、
相
響
的
援
格

貨
幣
市
場
と
の
開
関
係
か
ら
、
部
ち
寵
日
間
の
需
擦
と
偽
給
の
均
衡
及
び
綾
動
は
正
し
く
貨
繋
市
場
の
事
寅
の
戒
態
如
何
じ
ょ
や

れ
る
と
す
ゐ
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
的
た
説
明
が
奥
え
ら
h
L
Q
O
蕗
品
の
交
換
は
、
笠
幣
の
介
夜
に
よ
っ
て
弓
間
単
純
な
直
接
交
換

で
は
な
く
、
貨
幣
じ
潤
し
て
の
み
間
接
的
に
交
換
せ
ら
れ
る
。
、
に
か
ら
、
こ
の
交
換
に
於
て
各
経
済
主
醸
の
設
幣
保
有
事
随
っ
て
、
そ
の
焚

幣
機
嬰
の
事
情
に
よ
っ
て
、
総
勢
的
摂
格
は
撹
刷
協
そ
ら
れ
時
か
ば
か
り
で
は
な
く
も
そ
の
持
偏
向
及
び
議
動
ぞ
れ
白
樫
‘
貨
轄
の
翻
股
な
き
場
合

Lr
」
異
り
、
新
七
な
そ
と
っ
て
現
れ
ら
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
拘
術
が
吊
さ
れ
た
鍛
子
に
比
較
し
得
べ
き
恐
ら
く
安
定
的
な
均
街
と
も

一
品
開
日
間
の

供
給
が
低
下
じ
七
か
の

あ
り

よ
っ
て
決
ま
る
、
州
問
え
ば
，

、
」な

ら
ば
、
こ
の
現
象
は
、

て とべ
念
、
も
の
で
あ
る
に
封
し
て
、
こ
れ
は
容
易
に
運
動
し
う
る
、

mm
え
ば
水
一
ゃ
な
ゐ
平
一
路
上
仁
詩
ふ
ん
す
の
お
き
中
立
的
均
術

2
2
2
2
a
S伶説。
5
と
で
も
一
段
、
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
ο
話
的
均
一
舎
内
空

9
2器
開
設
微
量
的
均
衛
官

0
5
5
E
5
2
害
事

官
設
急
円
以
こ
れ
で
あ
る
。
か
く
て
も
朝
野
的
讃
持
の
均
鈎
と
貨
幣
領
格
の
均
衡
と
の
決
定
的
な
還
兵
が
開
怖
か
に
せ
ら
れ
ゐ
惑
に
よ
っ
て
も

皮
相
な
る
も
張
笠
設
な
超
一
起
し
て
、
知
初
め
て
「
兵
問
間
的
ー
な
替
問
機
一
裕
ハ
貨
熊
一
債
格
〉
の
一
般
的
水
準
及
び
其
一
機
動
に
識
す
る
一
生
巴
4
V解

明
し
得
ら
れ
る
一
惑
に
な
み
で
あ
ろ
、
コ
。

さ
て
、
ヲ
ヰ
グ
ヤ
ω

ル
に
於

U
7
0
「
あ
ら
ゆ
る
商
品
」
に
潤
す
る
幣
嬰
と
供
給
の
内
容
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
ゐ
ぷ

般
物
積
水
準
は
一
札
"
に
議
接
的
な
雪
俊
樹
畿
の
み
は
〉
で
あ
り
、
縫
っ
て
宗
ら
ゆ
る
害
問
の
鎖
畿
」
な
る
概
念
一
は
挽
費
財
一
段
々

あ
m

心
。
郎
ふ
り
…
経
術
開
閉
関
に
於
て
自
由
に
務
授
の
士
め
底
分
さ
れ
う
あ
と
こ
ろ
の
一
切
の
泊
費
財
や
意
味
す
る
G

殺

そ
う
タ
る
と
、
す
べ
で
の
治
費
財
の
品
約
輸
は
註

あ
る
?
郎
ち
、
…
般
物
袈
水
準
は

M
W
Q
1
8

て
は
、
支
出
せ
ら
れ
る
貨
幣

ハ山
H
H

岳
民
自

-223-

1t支
の

滋
味
す
る
噌

で、

べ

の

治

費

財

に

潟

市

型

心

所

得

の

貯

蓄

せ

ら

れ

、

さ

合
的
総
生
産
物
の
ス
ト
ッ
ク
乃
至
は
質
物
設
本
へ
の
新
投
費
全
幾
引
い
た
も
の
に
等
し
い

顎
〉
日
々
以
て
表
さ
れ
ゐ
方
殺
式
じ
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
勿
論
、
一
ら
れ

綴:

ラピ



4

ウ
イ
ク
セ
ん
に
於
け

所
持
と
試
食
的
生
産
物
と
は
恒
常
的
に
均
衡
す
ゅ
の
。
然
し
み
所
持
に
於
け
る
経
済
主
鰹
の
活
動
事
邸
ち
貯
議
及
び
投
資
の
概
念
が
維
持
せ
ら

れ
る
削
減
り
、
こ
の
方
程
式
は
只
棺
劉
的
捜
絡
の
貨
幣
化
と
い
う
営
球
々
越
え
て
、
よ
り
積
極
的
な
窓
球
に
於
て
、
貨
幣
誠
稔
と
…
般
均
樹
理

論
の
綜
ム
尚
治
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
み
商
品
の
需
要
と
供
給
の
内
容
は
、
消
費
財
の
幣
婆
は
笈
鰐
所
婚
の
う
ち
治
資
黙

に
支
出
せ
ん
と
す
る
部
分
に
よ
っ
て
、
橋
安
慰
め
供
給
は
試
合
的
総
生
産
物
の
、
ヲ
や
り
‘
ス
ト
ッ
ク
又
は
買
物
資
本
へ
の
新
投
資
丸
信
差
引
い
ね

部
分
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
る
。
組
問
、
所
得
の
話
約
…
ザ
へ
は
対
審
部
分
と
歌
合
的
総
生
産
物
の
投
資
部
分
と
が
こ
れ
の
諜
腹
の
勝
額
と
し
て
}

結
付
く
。
ぞ
う
す
る
と
物
横
形
成
及
び
そ
の
落
路
、
均
縄
は
、
こ
れ
ら
の
開
つ
の
密
議
の
関
採
の
中
に
規
制
せ
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
車
で
治
安
財
へ
の
支
出
は
所
持
の
う
ち
泊
費
せ
ん
と
す
ゐ
部
分
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
ゐ
が
、
姐
方
の
資
本
殿
へ
の
投
資
は
所
調
停
の
う
ち

貯
議
せ
ん
と
す
る
部
分
に
よ
っ
て
は
支
摂
さ
れ
な
い
。
節
約
の
決
意
と
投
資
の
決
意
は
異
な
れ
る
経
済
主
購
に
よ
っ
て
注
さ
れ
ゆ
心
か
ら
補
者

の
恨
堂
的
一
致
は
一
義
的
に
想
定
せ
ら
れ
得
な
い
。
そ
れ
は
只
篠
件
的
仁
一
致
す
る
に
議
ダ
な
い
。
か
く
で
き
設
幣
利
子
が
や
心
的
課
題
と

し
て
提
記
せ
ら
れ
る
所
以
な
の
で
あ
る
。

議ハ
I
U

ウ
イ
タ
セ
ル
「
甑
民
総
済
翠
総
義
」
第
一
日
翁
、
一
八
八
一
災

ハ2
)

よ
掲
選
、
…
↓
八
八

t
一
八
九
友
一

h

ハ3
)

ウ
イ
ク
必
凡
「
利
子
と
物
僚
」
ニ
m
九
i
ご

ウ
イ
F
セ
凡
「
鶴
田
町
絞
済
事
務
綴
」
第
一
一
怨
、

ウ
イ
グ
セ
ル
「
利
子
と
物
俄
」
p

…一 。
怒
却
純
一

;水
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ウ
イ
タ
セ
ル

一
二
一
一
間
頁
泰
明
い

ハ
に
ノ
〉

烹五

ウ
イ
タ
セ
ル
が
貨
幣
撰
格
の
均
梅
や
松
野
的
債
格
の
均
穏
に
勤
比
せ
し
め
る
時
間
以
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
相
劉
的
償
格
の
み
会
問
題
と
す
ゐ

一
般
均
衡
選
論
の
非
現
覚
的
立
つ
封
殺
的
な
均
鰐
議
念
や
徹
法
的
に
排
反
す
る
臓
に
あ
時
々
。

選
で
、
ム
ワ
イ
ク
セ
ル
に
於
け
る
事
現
賓
の
物
価
恨
の
斡
態
的
現
象
同
M
B

泊
費
財
の

詳
じ
く
は
務
費
と
貯
蓄
も
治
費
財
生
産
と



の
問
問
つ
の
要
一
一
慌
の
相
互
額
係
の
中
に
そ
の
説
明
服
謹
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
あ
な
い
と
せ
ら
れ
る
。

て
賀
鞍
利
子
が
犠
起
せ
ら
れ
た
諜
で
あ
る
。
，

e

(
1〉

さ
で
、
ワ
イ
ク
ゼ
ル
に
あ
っ
て
は
も
資
料
符
利
子
は
寅
輸
相
経
減
紘
一
織
に
於
て
は
資
本
の
、
部
ら
将
…
箆
生
漆
過
程
の
棋
界
生
産
力
I
1
1
自
然
科

九
九

3
〉

子
に
該
常
タ
る
。
こ
の
利
子
擦
は
賞
物
設
本
の
需
給
が
一
致
す
ゐ
よ
う
に
決
定
せ
ら
れ
時
々
は
ず
で
あ
る
。
然
し
、
安
幣
経
済
に
於
て
は
も
資

本
め
ら
ず
設
幣
型
態
に
よ
っ
て
符
わ
れ
ゐ
か
ら
必
ず
し
も
自
然
利
子
と
貨
幣
利
子
と
が
…
致
す
ら
こ
と
は
な
い
。
部

ぺ
8
〉

均
揮
す
り
ゐ
と
い
う
椋
識
は
な
い
。
が
も
今
も
し
償
繋
利
子
が
白
熱
利
子
に
よ
っ
て
貸
付
け
ら
れ
ゆ
ゆ
と
す
れ
ば
)

〕
の
中
心
的
詮
明
僚
懇
と
し

ち、貨
幣
た
く
と
も
待
機
に
遂
行
さ
れ
持
た
で
あ
ろ
う
描
棋
に
貨
幣
の
衣
裳
や
議
せ
に
犠
き
・
を
な
す
に
過
ぎ
な
い
c

か
く

治
安
及
び
仙
貯
蓄
、
務
費
M
M
生
諜
及
び
投
資
の
欝
係
夢
、
張
関
の
、
放
や
投
資
と
貯
蓄
と
の
均
衡
i
i
!
の
僚
件
、
か
全
く
同
り
ぷ
う

る
な
か
か
る
犠
合
の
賛
幣
科
子
は
物
般
に
叫
到
し
て
士
ぷ
約
で
あ
り
、
後
格
の
安
市
況
が
期
待
せ
ら
れ
ゐ
と
こ
ろ
の
‘
も
の
で
あ
る
つ

の
持
街
、
所
謂
笈
格
論
的
均
織
の
捜
裁
の
、
部
ら
偽
物
償
襲
動
の
第
一
義
的
係
件
は
関
税
子
寝
中
の
剥
離
に
餓
せ
ら
る
べ
き
は
ず
で
あ
る
。
ぶ
似
の

累
積
的
措
椴
こ
れ
で
あ
る
。
部
ゐ
‘
今
何
ら
か
の
事
務
に
よ
っ
て
白
熱
利
子
率
以
下
の
笠
幣
利
子
率
に
よ
っ
て
質
絡
が
費
輿
さ
れ
あ
ち
の
と

す
る
。
そ
の
邸
時
的
結
染
は
震
物
資
本
の
続
税
償
債
の
騰
貴
で
あ
ゐ
。
資
本
の
憐
値
は
質
的
物
資
本
の
勝
来
の
閣
待
牧
袋
か
ら
議
経
費
や
差
引

い
に
も
の
の
割
引
諮
問
舶
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。
「
信
用
州
選
際
化
い
が
還
元
さ
る
べ
き
牧
目
安
印
刷
制
引
の
減
少
や
慈
味
し
辛
勝
っ
て
余
地
蓄

の
娯
持
償
格
ぞ
高
め
る
。
信
用
の
藤
一
日
例
化
が
短
期
貸
付
か
ら
長
期
貸
付
の
判
利
子
漆
に
影
響
そ
及
ぼ
す
に
鞠
ゐ
在
、
他
の
一
事
組
問
に
畿
佑
一
な
い
間
以

り
、
物
恨
の
一
般
的
会
弁
護
一
時
か
宣
言
さ
れ
汗
借
業
者
が
持
来
の
獲
に
大
な
る
額
一
格
総
資
金
滋
刊
紙
、
ず
る
な
ら
ば
ヲ
ご
の
過
程
は
「
陣
…
燃
や
作

り
一
京
地
行
す
え
さ
て
、
賀
語
学
の
相
知
的
援
落
と
い
う
事
組
問
か
ら
直
ら
む
出
で
く

回
一
時
な
生
産
鴻
抑
制
の
一
も
つ
委
主
主

rり
増
大
す
。
特
別
一
位
向
W
警
仰
の
可
能
性
あ

生
産
に
於
て
、
よ
り
安
本
主
義
的
生
産
方
法
治
裁
周
ず
る
。
邸
ち
比
較
的
長
期
の
ん
で

的

規

期

の

生

産

境

問

、

そ

も

つ

ら

れ

か

に

が

く

て

鵠

来

さ

経
済
的
均
樹

l
i

ヲ

」

-2Q5，-

こ
ろ
の
資
本
慎
綴
の
臨
煮
は
よ
り
長
き
よ
り
迂

意
味
す
4
0
0

そ
れ
故
、
企
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

そ
も
つ
生
漆
財
生
産
部
門
が
議
張
さ
れ
、

生
産
構
識
の
鱒
換
は
1

他
一
向
に
於
て
‘

経
湾
機
研
究



ウ
イ
タ
骨
ん
に
於
げ
る

の
い
州
地
滋

一木

随

っ

て

所

特

増

加

や

伴

、

つ

事

に

で

賞

現

せ

ら

れ

る

。

の

に

め

、

か

か

る

高

品

川

w

慌
格
や
支
擁

う
こ
と
が
黙
来
的
。
。
所
持
が
増
大
す
る
。
惑
で
生
産
諸
要
素
が
治
資
一
叫
総
生
産
部
門
か
へ
の
移
鰐
が
あ
る
怒
り
、
治
資
財

生
践
殺
は
被
少
す
ら
。
加
、
よ
、
所
得
増
郊
に
基
思
ず
る
消
費
時
総
需
要
の
増
大
に
よ
っ
て
、
治
費
財
棋
絡
の
騰
索
、
が
誘
穫
さ
れ
る
。
治
安
財
の

騰
貴
に
よ
っ
て
必
然
的
に
愛
物
賓
本
議
格
が
符
び
騰
貴
す
る
α

治
資
財
穣
格
の
総
寅
は
全
議
狩
の
制
約
潤
期
待
沿
鶏
縦
約
に
す
る
か
ら
，
金
識

者
の
僚
格
騰
貴
の
期
待
が
終
来
に
一
立
っ
て
饗
ル
切
な
い
繰
り

7
賛
本
模
範
の
勝
繁
織
は
治
安
財
慣
格
の
そ
れ
に
比
例
す
る
事
じ
な
ら
で
あ
ろ

う
。
企
業
者
は
認
め
ら
れ
た
利
潤
機
応
憾
の
新
仁
な
る
科
戟
に
よ
っ
て
貨
幣
需
要
。
ぞ
増
大
し
新
に
な
る
生
産
掻
程
の
悲
長
に
落
手
す
る
。
内
日
航

利
子
と
貨
幣
科
子
と
の
議
械
的
斜
離
が
J

一
仔
読
す
ゐ
験
、
り
、
こ
の
遇
程
は
停
止
す
み
縫
身
知
ら
な
い
。
正
し
く
こ
の
過
程
は
泉
穣
的
で
あ
る
。

議
利
子
慈
の
治
縦
約
擬
離
は
右
と
反
調
方
向
の
結
巣
そ
詔
く
で
あ
ろ
う
。
雨
利
子
議
の
一
よ
っ
て
累
積
約
議
粧
は
終
え
ん
す
る
。

か
く
の
如
く
し
て
、
物
横
形
成
に
揮
す

慌
が
、
将
来
の
議
結
に

か
つ

R .~ 

に
魁
服
せ
ら
れ
る
。

る
と
い
う
設
問
怖
の
仕
方
は
、

泊
費
窓
生
織
と
投
資
の
観

全
て
及
ぶ
蕗
で
刊
は
な
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ち
し
も
、
資
幣
論
的
持
街
挺
念
の
立
入
つ
に
吟
味
が
満
足
せ
ら
れ
る
怒
り
、
ク
4
ク
な
わ
川
の
説
明
の
中
に
ブ

の
ご
機
的
解
明
が
一
句
諮
と
ゐ
で
中
の
ろ
う
。

穀
物
慌
水
準
費
動
の

設ハ
i
)

ウ
イ
タ
匂
ル
町
一
利
子
と
物
削
機
」
…
川
、
一
、
f
五
一
一
一
夏
、
一
一
一

O

俗
戸
巧
日
n
g
n
Mど
の
V

2

4司
目
立
w

三
民
喜
界
岡
山
M
M

同
弘
同

-
8
5
5
3
u

(
2
〉
ゎ
ウ
イ
グ
セ
ん
「
利
子
と
仙
偶
然
」
一
五
一
頁
、
ウ
イ
タ
セ
ル

〈

3
〉
ウ
イ
ク
セ
ル
「
利
↓
す
と
総
領
」
一

ハ
4
〉
上
掲
書
、
一
一
主
問
一
段

(
弓
J

)

一
京
一
真

)
 

ウ
イ
グ
セ
メ時「
償
鮫
、

一
絵
、
一
一
一
一
入
瓦

上
掲
議
、



(

7

)

 

(

8

)

 

(
9
〉

(

ω

)

 

(

日

)

ハ
円
以
)

(

日

)

上
倒
的
雪
、
一
三
O
頁、

上
掲
書
、
一
三
七
真

上
掲
書
、
一
四
三
頁

上
掲
書
、
一
四
一
一
一
良

上
掲
替
、
コ
O
一頁

上
掲
雪
、
二
一
入
瓦
、
ご
二
(
U
頁

上
場
雪
、
一
一
0
0
.良
、
ウ
イ
ク
セ
ル
「
岡
民
経
消
堅
講
義
」
第
一
一
巻
、
二
一
一
八
頁

一
一
三
六
支
参
照

弘

制晶画;、

ミ
ル
ダ

l
ル
~
に
よ
れ
ば
、
ウ
イ
ク
セ
ル
の
所
謂
貨
幣
論
的
均
衡
の
内
容
は
.
L
白
然
利
子
と
貨
幣
利
子
と
の
一
致
、
丸
貯
蓄
と
投
賓
と
の

(
1〉

一
致
、
弘
安
定
な
る
物
慣
水
準
、
こ
の
三
つ
の
篠
件
に
整
理
せ
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
、
こ
の
コ
一
つ
の
篠
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
滴
立
的
な
も
の
で
は
な
く
、

-227 ~ 

一
つ
の
篠
件
の
成
立
は
他
の
僚
件
の
必
然
的
成
立
在
住
川
う
如

き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
各
々
は
貨
幣
論
的
均
衡
の
多
面
的
な
描
寓
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
只
第
三
の
僚
件
が
、
均
衡
成
立
の
具
暗

的
顕
現
指
標
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
謹
で
あ
っ
て
、
他
の
二
僚
件
は
、
こ
の
意
味
で
、
そ
の
内
容
説
明
の
論
理
的
装
置
と
し
て
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

言
迄
も
な
く
、
静
態
に
於
て
は
、

ウ
イ
ク
セ
ル
の
.
均
衡
の
三
篠
件
は
簡
単
に
定
義
せ
ら
れ
、
そ
の
上
恨
定
に
従
っ
て
す
べ
て
満
足
せ
ら
れ

ウ
イ
ク
セ
ル
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
は
あ
く
迄
静
的
均
術
に
劃
比
す
る
動
的
均
術
と
し
で
取
扱
わ
れ
て
い
ゐ
の
で
は
あ
ろ
が
、
彼

の
正
営
な
る
企
聞
に
拘
ら
ず
貨
幣
論
的
均
衡
に
探
ら
れ
た
共
の
説
明
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郎
ち
「
も
し
今
貨
幣
が
貨
幣
貸
輿
者

に
よ
っ
て
事
賓
上
こ
の
利
子
1

l
正
常
利
子
ぃ
l
で
貸
付
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
貨
幣
の
使
用
は
純
粋
に
概
念
的
に
い
え
ば
貨
幣
な
く
と
も

何
様
に
一
巡
行
さ
れ
え
七
で
あ
ゲ
う
過
程
に
存
を
士
一
周
せ
七
る
は
た
ら
き
を
果
す
に
過
ぎ
な
い
L
d
こ
然
し
、
彼
の
到
達
じ
た
理
論
的
蹄
結
が
右
の
如

ゐ
。
然
し
、

続
湾
問
学
研
究



¥ 

、
内

‘k 

ウ
イ
ク
セ
ん
に
於
け
る
貨
幣
数
量
説
の
超
旭

yド

く
で
あ
る
と
せ
ば
、
そ
れ
は
彼
が
排
斥
し
て
止
ま
な
い
貨
幣
数
量
詑
の
均
衡
概
念
と
同
失
元
的
概
念
に
外
な
ら
な
い
。
事
責
、
彼
の
自
然
利

子
は
賞
物
資
本
が
賓
物
の
ま
ま
で
貸
付
け
ら
れ
る
場
合
の
利
子
ヮ
ザ
り
質
物
資
本
の
限
界
生
産
力
に
等
し
い
利
子
で
あ
る
。
.
随
っ
て
¥
こ
の

限
り
、
自
然
利
子
は
貨
幣
及
び
信
用
の
発
慮
さ
れ
得
な
い
静
的
構
造
の
中
に
定
ま
る
、
印
ち
静
態
利
子
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
反
し
て
貨
幣
利
子
は
あ
く
迄
動
態
に
於
け
る
利
子
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
正
常
利
子
は
、
謂
わ
t
A

共
一
元
の
異
な
る
雨
利
子
の
照
射
と

格

-

し
て
、
考
え
る
事
の
不
合
理
は
敢
て
呈
一
日
う
迄
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
正
常
利
子
は
、
自
然
利
子
の
一
問
中
な
る
貨
幣
化
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
よ
り
外

に
、
彼
の
均
衡
の
理
解
に
照
隠
し
な
い
。
ウ
イ
ク
セ
ル
の
均
衡
は
単
に
静
的
均
術
の
貨
幣
的
表
現
で
あ
り
、
累
積
的
過
程
は
口
ハ
一
静
態
か
ら

/
他
静
態
へ
の
移
動
沿
示
す
に
外
な
ら
な
い
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
、

然
じ
、
こ
れ
は
ク
イ
ク
セ
ル
の
本
意
で
は
な
い
。
彼
の
本
来
目
指
レ
た
で
あ
ろ
う
自
然
利
子
概
念
は
「
貸
付
資
本
の
需
要
と
貯
蓄
財
産
の

貯
蓄
が
ち
ょ
う
ど
相
一
致
す
る
よ
う
な
利
子
窓
、
従
っ
て
新
形
成
資
本
の
橡
想
的
牧
益
に
多
か

h
少
か
れ
相
臆
す
る
と
こ
ろ
の
利
子
率
」
に

外
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
言
迄
も
伝
く
、
ミ
ル
ダ
l
ル
の
賓
物
資
本
の
牧
円
余
率
で
あ
り
、
ハ
イ
エ
ク
及
び
ナ
イ
一
ン
ズ
の
均
衡
利
子
及
び
資
本
の

限
界
効
率
と
し
て
定
義
せ
ら
れ
る
鹿
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
自
然
利
子
は
動
態
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
上
述
の
均
術
概
念
は
又
そ
の
動
的
均

衡
と
し
て
の
組
替
が
可
能
と
せ
ら
れ
る
説
明
原
理
会
そ
も
つ
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
貨
幣
論
的
均
衡
は
、
か
く
て
内
終
的
に
矛
盾
な
く
充
質

せ
ら
れ
、
随
っ
て
、
一
般
的
物
慌
水
準
の
不
饗
性
が
維
持
せ
ら
れ
る
。
が
、
彼
の
決
定
的
な
噴
き
は
此
庭
に
あ
る
の
で
あ
る
。

今
、
一
般
的
物
憤
水
準
の
不
鑓
が
維
持
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
か
か
る
扶
態
は
共
の
二
つ
の
場
合
に
於
て
で
あ
る
。
一
は
貨
幣
の
需
要
が
所

得
の
節
約
に
よ
っ
て
厳
密
に
制
約
さ
れ
、
随
っ
て
叉
生
産
構
誼
の
襲
化
及
び
生
産
量
の
増
減
が
な
い
場
合
、
他
は
生
産
構
遣
の
襲
化
も
し
く
は

生
産
量
の
襲
化
に
封
臨
し
て
貨
幣
数
量
の
嬰
化
を
伴
う
場
合
、
こ
れ
で
あ
る
。
慮
で
、
静
態
を
の
ぞ
け
ば
貨
幣
市
場
の
事
情
は
同
時
に
こ
の

二
つ
の
機
能
や
果
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
二
者
捧
一
、
市
し
て
ワ
イ
ク
セ
ル
の
立
場
は
前
者
に
あ
る
。
扶
℃
、
一
一
日
迄
も
な
く
貯
蓄
及
ぴ
投
資

の
関
係
は
一
義
的
に
消
費
財
生
産
及
び
生
産
財
生
産
の
関
係
や
制
約
す
べ
き
何
ら
の
理
由
も
あ
り
得
な
い
。
も
し
生
産
構
遣
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